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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

コロナ禍により家族と利用者の面談が無いため
フラストレーションがたまる一方と思われる。通
信環境（WIーFI）を整備しタブレットやスマホを
用いたライブ対面等で解消できると考えられる
ため、利用者家族の意見を聞きながら、母体法
人に提案し、現実に向けた行動を期待する。

現在、自動ドア越しで面会し、希望に応じ携
帯電話を使いお話しをして頂いています。
家族もコロナ禍の現状を理解して下っており
ます。今後、家族の要望が増えてつつある
際は、その状況に合った対応策を考えて行
きたいと思います。

都度、母体と話し合いをし、その時々に合った
対応を行っていきます。

1年

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


